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やがて この関係は逆転する 。すなわち，和歌が衰退し，連歌も俳諧連歌に首座を譲り，貞門，． 
談林が主流をなしていた蕉風樹立以前に，茶道は既にわび ・さびの理念を確立していた。そこ
で，俳諧が逆に範を茶道から仰ぐことになるのである。
初雪やわびの数寄屋の庭叫 （ 「続山井」の意朔 ）
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0 千宗室他茶道古典全集，昭 46,淡交社。三巻 珠光古市播磨法師宅一紙，紹鵡遺文，
古伝書， 四巻南方録， 六巻 山上宗二記。
0 西部文浄禅と茶，昭 47,淡交社。
0 鈴木大拙著，北川桃雄訳 禅と日本文化，昭 15,岩波書店。
0 林屋辰三郎 中世文化の基調，昭 31,岩波書店。
0 日本古典文学大系 ，昭36,岩波書店。 46 芭蕉文集。 65連歌論集俳論集。
0 能勢朝次 芭蕉講座第六巻，昭 21,三省堂。
0 穎原退蔵 俳諧精神の探究，昭 19,秋田屋。
0 広田二郎芭蕉の芸術，昭 46,有精堂。
